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随想／古池 鱗林（タレント・講談師）　視点／アートで生まれ変わる 中川運河再生への取り組み
この人と／栗木 英章（劇作家・俳優・劇団名芸代表）
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関根 玉振 （せきね ぎょくしん）

 「答賈長渕詩」
  （2013 年／ 210×62 ㎝）

中国宋代の米芾（1051 ～ 1107 年）の書風を基盤とし、単体で沈着・
冷静に流れをつくり、行間・字間に気を配りながら中央に精魂をこめ全
体を盛り上げるように作成した。

表紙
作品

豊田市生まれ
奈良教育大学大学院教育学研究科　修了
愛知県立大学非常勤講師
愛知県芸術文化選奨文化賞受賞
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芸どころ名古屋　名古屋はどえりゃ～おもしろい！

古池 鱗林（タレント・講談師）

　「芸どころ名古屋」という言葉、いつの頃からか

知っておりました。

　特に意味を深く考えるわけでもなく「ここは芸

どころ名古屋ですから」と普通に口にしていたよ

うな…。しかしここ数年、名古屋の芸能の歴史、種

類、おもしろさにどっぷりとつかる機会が多く「やっ

ぱりここは芸どころ名古屋だがね！」そんな意識に

かわりました。

　昨年からはじまった「やっとかめ文化祭」。歴史ま

ち歩きや芸どころまちなか披露、まちなか寺子屋

等々、名古屋の文化・芸能を、なんと、ただ！もと

い無料！！で体験（中には有料イベントもございます

よ）できるプログラムが盛りだくさん！

　しかもほぼ一か月間開催「イベントをチェックし

て、たくさん参加せにゃ損ですでね～～～！」と

方々でお話させていただきました。様々な人が「狂

言初めてみたよ～、おもしろい！」「講談初めて聞き

ました。今度どこでやられるんですか？」などなど、

皆様からの反響も嬉しゅうございました。

　古典芸能に携わる私もですが、まだまだ名古屋

の芸能について知らないことばかりで、色々勉強

になりました。和泉流狂言発祥の地、尾張漫才は

現在の漫才のルーツ、名古屋生まれの都々逸等々

「名古屋ってすごいがね！」と改めて思ったものです。

その上、司会やら講談で登場させていただいた私

には、もう一つ大きな特典が！名古屋を中心に芸能

に携わる皆様とのご縁をたくさん頂戴した、という

ことです。（狭い町なのに、意外と交流がなかったの

が現実でして）

　このご縁を活かしまして、今後名古屋芸のコラ

ボレーションができるのではないかと、楽しみでな

りません。

　名古屋といったら？と他県の人に尋ねると「名

古屋めし」がトップバッター。しかし、「芸どころ名

古屋」という発想が出るぐらい盛り上がる事を願っ

て…。あっ！そのためには、中京地区唯一の定席寄

席であった「大須演芸場」も閉鎖している場合で

はないですね！大須演芸場の早期復活も願わねば

なりません！！！

　芸どころ名古屋はまだまだおもしろくなってい

くはず。

　色々あーだこーだとゆうてまいりましたが、そろ

そろお時間一杯。この続きはまたお会いした時に

でも　ベンベンッ！

地元を中心に講談師、ラジオパーソナリティ、司会等幅広く活動中
名古屋の芸人で結成された海演隊 ( 東海地区に演芸を広め隊）所属

2 0 1 5

・
January  /   February
1    2

こ　  いけ　   りん   りん



2

3

4

6

10

E s s a y

N A G O Y A  C u l t u r a l  I n f o r m a t i o n0 2 N A G O Y A  C u l t u r a l  I n f o r m a t i o n 0 3

N A G O Y A  C u l t u r a l  I n f o r m a t i o n N o . 3 6 0

C o n t e n t s
名古屋市民文芸祭　受賞作品・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

随想　芸どころ名古屋　名古屋はどえりゃ～おもしろい！
古池 鱗林（タレント・講談師）  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

視点　アートで生まれ変わる 中川運河再生への取り組み ・・・・

この人と･･･　
栗木 英章（劇作家・俳優・劇団名芸代表）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

おしらせ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

「なごや文化情報」編集委員
　倉知外子 （オクダ モダン ダンスクラスター副代表）

　酒井晶代 （愛知淑徳大学メディアプロデュース学部教授）

　田中由紀子 （美術批評／ライター）

　はせひろいち （劇作家・演出家）

　米田真理 （朝日大学経営学部准教授）

　渡邉 康 （椙山女学園大学教育学部准教授）

「
2
0
1
3
年

　名
古
屋
市
民
文
芸
祭
」

（
第
六
四
回
名
古
屋
短
詩
型
文
学
祭
）小
・
中
学
生
の
部

詩
の
部

　受
賞
作
品
よ
り

　
 

※
受
賞
時
の
学
校
・
学
年
で
掲
載
し
て
い
ま
す
。

◆
市
会
議
長
賞
◆

名
古
屋
市
立
守
山
東
中
学
校
１
年

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
の
一
生

西
本
　
光
貴

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
。

カ
ラ
カ
ラ
と
使
う
だ
け
だ
さ
れ
。

ビ
リ
ッ
と
ち
ぎ
ら
れ
る
。

そ
し
て
使
わ
れ
。

そ
し
て
ポ
イ
と
捨
て
ら
れ
。

ジ
ャ
ー
と
流
さ
れ
る
。

流
さ
れ
た
ら
、は
い
水
こ
う
を
と
お
っ
て
。

汚
な
い
下
水
道
を
ザ
ー
ザ
ー
と
流
れ
。

そ
し
て
下
水
場
に
流
さ
れ
ま
す
。

そ
れ
で
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー

の
一
生
は
終
わ
り
ま
す
。

関根 玉振 （せきね ぎょくしん）

 「答賈長渕詩」
  （2013 年／ 210×62 ㎝）

中国宋代の米芾（1051 ～ 1107 年）の書風を基盤とし、単体で沈着・
冷静に流れをつくり、行間・字間に気を配りながら中央に精魂をこめ全
体を盛り上げるように作成した。

表紙
作品

豊田市生まれ
奈良教育大学大学院教育学研究科　修了
愛知県立大学非常勤講師
愛知県芸術文化選奨文化賞受賞
第45回日展特選受賞

1 9 4 9 年
1 9 9 2 年
2 0 0 5 年
2 0 0 9 年
2 0 1 3 年

芸どころ名古屋　名古屋はどえりゃ～おもしろい！

古池 鱗林（タレント・講談師）

　「芸どころ名古屋」という言葉、いつの頃からか

知っておりました。

　特に意味を深く考えるわけでもなく「ここは芸

どころ名古屋ですから」と普通に口にしていたよ

うな…。しかしここ数年、名古屋の芸能の歴史、種

類、おもしろさにどっぷりとつかる機会が多く「やっ

ぱりここは芸どころ名古屋だがね！」そんな意識に

かわりました。

　昨年からはじまった「やっとかめ文化祭」。歴史ま

ち歩きや芸どころまちなか披露、まちなか寺子屋

等々、名古屋の文化・芸能を、なんと、ただ！もと

い無料！！で体験（中には有料イベントもございます

よ）できるプログラムが盛りだくさん！

　しかもほぼ一か月間開催「イベントをチェックし

て、たくさん参加せにゃ損ですでね～～～！」と

方々でお話させていただきました。様々な人が「狂

言初めてみたよ～、おもしろい！」「講談初めて聞き

ました。今度どこでやられるんですか？」などなど、

皆様からの反響も嬉しゅうございました。

　古典芸能に携わる私もですが、まだまだ名古屋

の芸能について知らないことばかりで、色々勉強

になりました。和泉流狂言発祥の地、尾張漫才は

現在の漫才のルーツ、名古屋生まれの都々逸等々

「名古屋ってすごいがね！」と改めて思ったものです。

その上、司会やら講談で登場させていただいた私

には、もう一つ大きな特典が！名古屋を中心に芸能

に携わる皆様とのご縁をたくさん頂戴した、という

ことです。（狭い町なのに、意外と交流がなかったの

が現実でして）

　このご縁を活かしまして、今後名古屋芸のコラ

ボレーションができるのではないかと、楽しみでな

りません。

　名古屋といったら？と他県の人に尋ねると「名

古屋めし」がトップバッター。しかし、「芸どころ名

古屋」という発想が出るぐらい盛り上がる事を願っ

て…。あっ！そのためには、中京地区唯一の定席寄

席であった「大須演芸場」も閉鎖している場合で

はないですね！大須演芸場の早期復活も願わねば

なりません！！！

　芸どころ名古屋はまだまだおもしろくなってい

くはず。

　色々あーだこーだとゆうてまいりましたが、そろ

そろお時間一杯。この続きはまたお会いした時に

でも　ベンベンッ！

地元を中心に講談師、ラジオパーソナリティ、司会等幅広く活動中
名古屋の芸人で結成された海演隊 ( 東海地区に演芸を広め隊）所属

2 0 1 5

・
January  /   February
1    2

こ　  いけ　   りん   りん



アートで生まれ変わる
中川運河再生への取り組み

東洋一の運河、中川運河の歴史
　名古屋市民でも、中川運河を知らない人は少なくない。現在
はほとんど水運物流に使われていないが、いまも周辺は工場や
倉庫が立ち並び、整備された公園や親水スポット以外は水面に
近づけない場所もあるため、馴染みがないのだろう。
　中川運河とは、名古屋港から名古屋駅南のささしまライブ２４
地区へとのびる全長 8.2km（支線含む）の運河。工業都市とし
ての発展を視野に入れた名古屋市が開削し、昭和７年に全線が
開通した。名古屋港と旧国鉄笹島貨物駅が水路でつながり、掘
削時に削り出された土で敷地造成された両岸には、工場や倉庫
が誘致された。完成当時は「東洋一の運河」と呼ばれ、昭和３９
年には通航船舶隻数約７５０００隻、取扱貨物量４００万 t 以上と、
名古屋市の経済発展に大きく貢献したが、昭和４０年以降は幹線
道路が整備され、船からトラックへと輸送手段が移行した。現在は、
通航船舶隻数が最盛期の 1.9％、取扱貨物量は 1.2％にまで減
少。貨物輸送の水路としての役割をほぼ終え、市民からも忘れ
られようとしていた。

中川運河の再生構想の策定
　近年では、ボート競技の練習やドラゴンボートなどの水上レク
リエーション、アートイベントでの活用をとおして、市民に開かれ
た場所にしていこうという機運が高まりつつあった中川運河の再
生構想として、平成２４年に名古屋市と名古屋港管理組合が策
定したのが「中川運河再生計画」である。これは、土地利用の
現状や開発動向を踏まえて、運河北部を「にぎわいゾーン」、中
央部を「モノづくり産業ゾーン」、南部を「レクリエーションゾーン」
にゾーンニング。「にぎわいゾーン」は「港と文化を感じる都心
のオアシス」、「モノづくり産業ゾーン」は「モノづくりを支えるキ
ャナルストリート」、「レクリエーションゾーン」は「水と緑のレクリ
エーションフィールド」と、それぞれの特性に合わせた開発イメ

ージを想定し、ゾーンごとの取り組み内容を具体化したものだ。

アートで再生、そして挑戦、創造へ
　この「中川運河再生計画」に賛同したリンナイ株式会社（本
社／愛知県名古屋市中川区福住町 2-26）からの寄附を活用し、

「にぎわいゾーン」で行われる現代アートの展示やワークショップ
を対象に、平成２５年度より名古屋都市センターが行っている助
成事業が「中川運河助成 ARToC10」（以下、ARToC10）だ。
　同センターは、これまで調査・研究部門で中川運河を調査対
象に研究を続け、運河で行われるアートイベントをサポートしてお
り、こうした経緯から寄附を受けて活用することになった。
　ARToC10 は、「中川運河再生文化芸術活動助成事業」の
愛称。Art（アート）、Re-（再生）、Try（挑戦）、of、Creation（創造）
の頭文字に、実施期間１０年の１０を付け、「あーとっくてん」と
読む。アートで運河を再生し、そこから挑戦や創造を生み出そう
という思いが込められている。
　同センターがこれまで継続して行ってきた「まちづくり活動助
成」は、助 成 対 象を現 代アートに 限ってはいなかったが、
ARToC10 の助成対象を「にぎわいゾーン」の魅力向上につな
がる現代アートに限定したのは、リンナイ株式会社が運河北部の
倉庫群を利用したアートイベント「中川運河キャナルアート」の
開催を好意的に捉えていたことによるところが大きい。また、運
河の歴史や文化・芸術を楽しむ市民活動の継続的な実施を通じ、
都心から人を呼び込もうとする「にぎわいゾーン」の再生イメー
ジから、現代アートにより「にぎわいゾーン」の活性化を目指す
活動が助成対象となった。
　通常は芸術性の高さが助成の選考基準になる場合が多いが、
ARToC10 では芸術性の高さとともに、中川運河でなければ成
立しないアートや、運河を舞台とすることで、運河の魅力を引き
出すと同時にそれ自体がより際立つアートを助成対象の評価の視
点にしているのが特徴だ。２年目となる今年は、「中川運河 映像
アーカイブプロジェクト」「中川運河リミコライン・アートプロジェ
クト」「Nature/Landscape/Human」の３本のプログラムが助
成を受け、９月中旬から２７年１月にわたり、中川運河の小栗橋
から長良橋を中心としたエリアで展開されている。

夜景に移ろう運河の記憶
　昨年度に続き２回目となる「中川運河 映像アーカイブプロジェ
クト」は、９月１８～２１日の１９:００～２１:００に行われ、２７００人
の来場者を動員した。《waltz 2014》は６隻の筏にそれぞれ縦４
m 横２m の巨大スクリーンをのせ、長良橋北側の水面に浮かべた
映像インスタレーションで、高層ビルが立ち並ぶ名古屋駅の夜景
を背景に幻想的な風景をつくり出した。スクリーンに映し出され
た中川運河にゆかりのある人々や周辺の風景が、運河の水面に
も美しく映り込むこの作品は、流れのない運河の特性を巧みに
利用した作品といえるだろう。
　初日は機材トラブルでスクリーンに投影できなかったものの、

「投影されないが大丈夫なのか」と心配する周辺住民からの問い
合わせもあり、地域の期待も垣間見えたという。

参加者と共に運河の魅力を発見
　「中川運河リミコライン・アートプロジェクト」は、アートをとお
して運河の魅力を発見したり、運河に関わる人々のさまざまな思
いを視覚化していこうとするプロジェクト。運河をテーマにした作
品展示やワークショップなどのアートプログラムのほか、中川運河
リサーチプログラム・フィールドワークショップとして運河周辺のま
ちあるきを行ったり、アーティストや専門家を招いたトークイベント
を開催したりして、参加者と共に中川運河を考えていこうとする
プロジェクトだ。
　拠点となったのは、松重閘門から近い河岸にある事務所２階に
開設された中川運河アート＆リサーチラボ。９月１３日～１１月２９日
のプロジェクト期間限定の使用だったが、ここでの取り組みは地
域の方にも浸透しつつあったようだ。

中川運河の歴史といまを体感
　「中川運河キャナルアート」は、運河の有効活用を考える上で
その存在や可能性を市民に知ってもらうことを目的に、市民団体
により始められたアートイベントだ。平成２２年から行われ、５回
目となる今回のテーマは「Nature/Landscape/Human」。１１
月１５・１６日の２日間、長良橋の北側の東岸に設けた水上ステー
ジと倉庫を舞台に、舞踏家、浅井信好のパフォーマンスをはじめ、
演奏会、ライブペイント、マーケットが展開された。
　なかでも、小栗橋の東に社屋を構える鈴木バイオリン製造株式
会社の創業者で「日本のバイオリン王」と称される鈴木政吉氏が
手作りした名器の演奏会や、政吉氏の三男、鎮一氏考案のスズキ・
メソードで学ぶ子どもたちによるバイオリンコンサートは、この地
域のものづくりを物流で支えた運河の歴史をいまに伝えていた。

運河からアートを発信する未来に向けて
　ARToC10 は、１年単位で平成３４年まで行われる予定。リン
ナイ株式会社から１０年間の寄附が約束されていることと、１０
年間をかけて少しずつ運河を取り巻く環境を変えて、再生を図っ
ていこうという展望からだ。
　ただし、アートイベントは開催時には人が集まるものの、恒常
的に人が集まるわけではない。運河の河岸は港湾関係の用地の
ため、にぎわいを創出するショップやカフェ、ギャラリーなどの常
設は現状では難しい。それについて、「イベントをきっかけに運河
に目を向けてもらい、参加した人がまた運河に来たいと思う。単
発でも回数を重ねるうちにそういう市民が増えて機運が高まれば
一歩前進です。所有者・管理者である名古屋市と名古屋港管理
組合にこうした活用方法があることを実感してもらい具体的な反
響を伝えていくことが大切。ARToC10 は中川運河への新たな
息吹となり、人々の意識を高め、運河をよみがえらせるためのツ
ールなのです」と語るのは同センター調査課の稲野由美子さん。

「助成金を出せばアーティストが集まるとは思っていません。将来
的にはアートの拠点ができたらいいなと考えています」
　欧米では、使われなくなった湾岸倉庫にアーティストが集まり、
倉庫をアトリエやスタジオとして活用し、そこから文化・芸術が
生まれるという例が少なくない。中川運河に人々が集い、運河
からアートが発信される未来に期待したい。
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　名古屋港と名古屋市都心部を南北につなぐ中川運河。水運による物流の軸
として地域の経済発展を担うという役目を終えて、市民から忘れ去られようと
している中川運河を現代アートの力で再生させようとする試みが、名古屋まち
づくり公社名古屋都市センターの「中川運河助成ARToC10」により展開中
だ。そんな運河再生の取り組みについてレポートする。（まとめ：田中由紀子）

加藤マンヤ《その水は、どこから来て、
どこへ行くのか？》展示風景

「中川運河キャナルアート」ポスター

「中川運河フィールドワークショップ～
水辺のステキを見つけよう！！」の様子

都心のビル群の夜景とコラボレーションする《waltz 2014》

ARToC10 のロゴ



アートで生まれ変わる
中川運河再生への取り組み

東洋一の運河、中川運河の歴史
　名古屋市民でも、中川運河を知らない人は少なくない。現在
はほとんど水運物流に使われていないが、いまも周辺は工場や
倉庫が立ち並び、整備された公園や親水スポット以外は水面に
近づけない場所もあるため、馴染みがないのだろう。
　中川運河とは、名古屋港から名古屋駅南のささしまライブ２４
地区へとのびる全長 8.2km（支線含む）の運河。工業都市とし
ての発展を視野に入れた名古屋市が開削し、昭和７年に全線が
開通した。名古屋港と旧国鉄笹島貨物駅が水路でつながり、掘
削時に削り出された土で敷地造成された両岸には、工場や倉庫
が誘致された。完成当時は「東洋一の運河」と呼ばれ、昭和３９
年には通航船舶隻数約７５０００隻、取扱貨物量４００万 t 以上と、
名古屋市の経済発展に大きく貢献したが、昭和４０年以降は幹線
道路が整備され、船からトラックへと輸送手段が移行した。現在は、
通航船舶隻数が最盛期の 1.9％、取扱貨物量は 1.2％にまで減
少。貨物輸送の水路としての役割をほぼ終え、市民からも忘れ
られようとしていた。

中川運河の再生構想の策定
　近年では、ボート競技の練習やドラゴンボートなどの水上レク
リエーション、アートイベントでの活用をとおして、市民に開かれ
た場所にしていこうという機運が高まりつつあった中川運河の再
生構想として、平成２４年に名古屋市と名古屋港管理組合が策
定したのが「中川運河再生計画」である。これは、土地利用の
現状や開発動向を踏まえて、運河北部を「にぎわいゾーン」、中
央部を「モノづくり産業ゾーン」、南部を「レクリエーションゾーン」
にゾーンニング。「にぎわいゾーン」は「港と文化を感じる都心
のオアシス」、「モノづくり産業ゾーン」は「モノづくりを支えるキ
ャナルストリート」、「レクリエーションゾーン」は「水と緑のレクリ
エーションフィールド」と、それぞれの特性に合わせた開発イメ

ージを想定し、ゾーンごとの取り組み内容を具体化したものだ。

アートで再生、そして挑戦、創造へ
　この「中川運河再生計画」に賛同したリンナイ株式会社（本
社／愛知県名古屋市中川区福住町 2-26）からの寄附を活用し、

「にぎわいゾーン」で行われる現代アートの展示やワークショップ
を対象に、平成２５年度より名古屋都市センターが行っている助
成事業が「中川運河助成 ARToC10」（以下、ARToC10）だ。
　同センターは、これまで調査・研究部門で中川運河を調査対
象に研究を続け、運河で行われるアートイベントをサポートしてお
り、こうした経緯から寄附を受けて活用することになった。
　ARToC10 は、「中川運河再生文化芸術活動助成事業」の
愛称。Art（アート）、Re-（再生）、Try（挑戦）、of、Creation（創造）
の頭文字に、実施期間１０年の１０を付け、「あーとっくてん」と
読む。アートで運河を再生し、そこから挑戦や創造を生み出そう
という思いが込められている。
　同センターがこれまで継続して行ってきた「まちづくり活動助
成」は、助 成 対 象を現 代アートに 限ってはいなかったが、
ARToC10 の助成対象を「にぎわいゾーン」の魅力向上につな
がる現代アートに限定したのは、リンナイ株式会社が運河北部の
倉庫群を利用したアートイベント「中川運河キャナルアート」の
開催を好意的に捉えていたことによるところが大きい。また、運
河の歴史や文化・芸術を楽しむ市民活動の継続的な実施を通じ、
都心から人を呼び込もうとする「にぎわいゾーン」の再生イメー
ジから、現代アートにより「にぎわいゾーン」の活性化を目指す
活動が助成対象となった。
　通常は芸術性の高さが助成の選考基準になる場合が多いが、
ARToC10 では芸術性の高さとともに、中川運河でなければ成
立しないアートや、運河を舞台とすることで、運河の魅力を引き
出すと同時にそれ自体がより際立つアートを助成対象の評価の視
点にしているのが特徴だ。２年目となる今年は、「中川運河 映像
アーカイブプロジェクト」「中川運河リミコライン・アートプロジェ
クト」「Nature/Landscape/Human」の３本のプログラムが助
成を受け、９月中旬から２７年１月にわたり、中川運河の小栗橋
から長良橋を中心としたエリアで展開されている。

夜景に移ろう運河の記憶
　昨年度に続き２回目となる「中川運河 映像アーカイブプロジェ
クト」は、９月１８～２１日の１９:００～２１:００に行われ、２７００人
の来場者を動員した。《waltz 2014》は６隻の筏にそれぞれ縦４
m 横２m の巨大スクリーンをのせ、長良橋北側の水面に浮かべた
映像インスタレーションで、高層ビルが立ち並ぶ名古屋駅の夜景
を背景に幻想的な風景をつくり出した。スクリーンに映し出され
た中川運河にゆかりのある人々や周辺の風景が、運河の水面に
も美しく映り込むこの作品は、流れのない運河の特性を巧みに
利用した作品といえるだろう。
　初日は機材トラブルでスクリーンに投影できなかったものの、

「投影されないが大丈夫なのか」と心配する周辺住民からの問い
合わせもあり、地域の期待も垣間見えたという。

参加者と共に運河の魅力を発見
　「中川運河リミコライン・アートプロジェクト」は、アートをとお
して運河の魅力を発見したり、運河に関わる人々のさまざまな思
いを視覚化していこうとするプロジェクト。運河をテーマにした作
品展示やワークショップなどのアートプログラムのほか、中川運河
リサーチプログラム・フィールドワークショップとして運河周辺のま
ちあるきを行ったり、アーティストや専門家を招いたトークイベント
を開催したりして、参加者と共に中川運河を考えていこうとする
プロジェクトだ。
　拠点となったのは、松重閘門から近い河岸にある事務所２階に
開設された中川運河アート＆リサーチラボ。９月１３日～１１月２９日
のプロジェクト期間限定の使用だったが、ここでの取り組みは地
域の方にも浸透しつつあったようだ。

中川運河の歴史といまを体感
　「中川運河キャナルアート」は、運河の有効活用を考える上で
その存在や可能性を市民に知ってもらうことを目的に、市民団体
により始められたアートイベントだ。平成２２年から行われ、５回
目となる今回のテーマは「Nature/Landscape/Human」。１１
月１５・１６日の２日間、長良橋の北側の東岸に設けた水上ステー
ジと倉庫を舞台に、舞踏家、浅井信好のパフォーマンスをはじめ、
演奏会、ライブペイント、マーケットが展開された。
　なかでも、小栗橋の東に社屋を構える鈴木バイオリン製造株式
会社の創業者で「日本のバイオリン王」と称される鈴木政吉氏が
手作りした名器の演奏会や、政吉氏の三男、鎮一氏考案のスズキ・
メソードで学ぶ子どもたちによるバイオリンコンサートは、この地
域のものづくりを物流で支えた運河の歴史をいまに伝えていた。

運河からアートを発信する未来に向けて
　ARToC10 は、１年単位で平成３４年まで行われる予定。リン
ナイ株式会社から１０年間の寄附が約束されていることと、１０
年間をかけて少しずつ運河を取り巻く環境を変えて、再生を図っ
ていこうという展望からだ。
　ただし、アートイベントは開催時には人が集まるものの、恒常
的に人が集まるわけではない。運河の河岸は港湾関係の用地の
ため、にぎわいを創出するショップやカフェ、ギャラリーなどの常
設は現状では難しい。それについて、「イベントをきっかけに運河
に目を向けてもらい、参加した人がまた運河に来たいと思う。単
発でも回数を重ねるうちにそういう市民が増えて機運が高まれば
一歩前進です。所有者・管理者である名古屋市と名古屋港管理
組合にこうした活用方法があることを実感してもらい具体的な反
響を伝えていくことが大切。ARToC10 は中川運河への新たな
息吹となり、人々の意識を高め、運河をよみがえらせるためのツ
ールなのです」と語るのは同センター調査課の稲野由美子さん。

「助成金を出せばアーティストが集まるとは思っていません。将来
的にはアートの拠点ができたらいいなと考えています」
　欧米では、使われなくなった湾岸倉庫にアーティストが集まり、
倉庫をアトリエやスタジオとして活用し、そこから文化・芸術が
生まれるという例が少なくない。中川運河に人々が集い、運河
からアートが発信される未来に期待したい。
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　名古屋港と名古屋市都心部を南北につなぐ中川運河。水運による物流の軸
として地域の経済発展を担うという役目を終えて、市民から忘れ去られようと
している中川運河を現代アートの力で再生させようとする試みが、名古屋まち
づくり公社名古屋都市センターの「中川運河助成ARToC10」により展開中
だ。そんな運河再生の取り組みについてレポートする。（まとめ：田中由紀子）

加藤マンヤ《その水は、どこから来て、
どこへ行くのか？》展示風景

「中川運河キャナルアート」ポスター

「中川運河フィールドワークショップ～
水辺のステキを見つけよう！！」の様子
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栗木 英章
劇作家・俳優・劇団名芸代表

く り 　   き      ひ で 　 あ き
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　２０１２年に創立５０周年を迎えた劇団名芸。若い役者の
劇団嫌悪や集団の同世代性、短命さなどが話題になってい
る昨今、半世紀と言うその時間もさることながら、活動の多
様さ、「ずいぶん小規模になりまして」と話されつつ現在３０
名が在籍し、何より１８歳から７２歳までの世代が共存するそ
の集団性は、他を圧倒している。その代表である栗木英章氏
は、座付き作家であり俳優でもある。優しいまなざし、控えめ
な物腰の奥に潜む、静かな情熱に触れたくて、病後の不躾を
承知でお話を伺ってきた。　　　（聞き手：はせ ひろいち）

地域と寄り添い半世紀…
「継続こそ才能」の実践ぶり。

さん

I n t e r v i e wI n t e r v i ew I n t e r v i ew

かつて稽古場だった呼続のご自宅
　今回、取材で伺ったのは名古屋市南区汐田町にある

栗木さんのご自宅。ココはまだ劇団が「名芸」と名乗る前、

演劇研究会「でくのぼうの会」だった頃、１９６７年から

１９８０年までの間、「待望の稽古場」として、もしくは「呼

続小劇場」として、一時代を築いた活動拠点があった場

所でもある。そもそも栗木さんのお母さんが、故夫の遺

産であった空き地を劇団のために提供し、地元の大工さ

んに建設を依頼しつつ、自分達も作業に加わって完成さ

せた、いわば「手作りの空間」だった。「活動に賛同し

てもらった建築業者さんに破格にしていただいたとはい

え、やはり資金は一番のネックでしたね。皆でカンパに

奔走したり、廃品回収に軽トラで回ったり、公演の後で

カフェを運営したりして…」と懐かしさに目を細める栗木

さん。地鎮祭や祝詞を挙げる神主、その衣装まで全て自

作自演だった。そして土地を提供くださった母・栗木た

まさんは、劇団５０周年を迎える中で他界された。亡く

なるまで７～８年の介護を、妻であり名芸の看板女優で

もある妻・慶子さんと二人三脚で成し遂げながら、劇団

代表として、劇作家としての活動に手を抜くことはなかっ

た。１９７９年に毎日新聞に連載された栗木さんの記事

の中では、こう自ら書かれている。「めっきり老け込んだ

母の姿を見るたび、たかが演劇ともいえるその芝居道の、

業の深さに、心が果てしなく痛む」と。現在の平針稽古

場に活動拠点を移す前年の文章である。

貧しくも潔癖な母親の背中
　さらに時代を遡らせていただこう。栗木さんは１９４２

年６月１５日、後に呼続稽古場が隣接することになる実

家に３人兄弟の次男として生まれた。当時の名古屋市

南部、特に生家のあたりは小さな工場や商店街がひし

めく、貧しくもひたむきに働く人たちの街だった。「戦時

中は軍の工場も多く、僕が

子どもの頃にはその傷跡で

もある、いわゆる『爆弾池』

も残っていて、よく蛙を捕

まえたりしてた。あと、近く

の山崎川の流木で遊んだり

ね。とにかく元気な子ども

でしたよ」と栗木さん。そ

して、戦禍から立ち直り、

生活を再建させるべく奮起

している中、栗木さんの父親が病死する。お母さんは

女手一つで３人の、まだ小学校に通う子どもを育てるた

め、裏手の工場に勤め、プレスの機械を回し続けた。「貧

しき中にも潔癖さを失わない母でした。姉が金銭的に

高校を中退せざるを得なくなった時の母の号泣は忘れ

られません」と振り返る。

そして栗木さん小学６年

のとき、一人の教師との

運命的な出会いが、栗木

さんの人生を大きく舞台

芸術に向かわせる。その

人こそ、１９９４年に他界

されるまで３０年余の名芸

代表を務めた演出家・柘

植洋氏だった。

全ては名物教師との出会いから
　名古屋大学を卒業してすぐ働く者の街・南区に赴任

した青年柘植教諭は、大胆かつ自由な発想の持ち主で、

赴任早々、校庭でフォークダンスを指導するなどして、

児童たちの心を鷲掴みにする。栗木さんが中学校へ進

学すると、彼もまた中学校への赴任となり、演劇部を創

設したのだ。「当時の南区は教師が赴任を敬遠するほど

荒れてるイメージだったんですね。それを自ら希望して

赴任したのが柘植さんでした。まだ戦後教育の方針に

関して誰もが手探りで戸惑っていた時代、いきなりフォー

クダンスですからね。男女の壁も、教師と生徒の枠す

らも持たない『人は平等』を明示する画期的、象徴的

なアクションでした」と話す栗木さん。彼に魅せられた

栗木さん達は、夜遅くまで学校に居残り、それでも足ら

ない時間は、柘植氏の下宿で、学校の宿直室でと稽古

にいそしむ。今では考えられない古き善き教育の懐深い

風景である。取り組んでいたのは木下順二の民話劇「三

年寝太郎」「夕鶴」。このキャストが栗木さんの他に宇田

順一氏と大滝敏彦氏。いずれも名芸の主要メンバーで

あり今なお現役の劇団員である。文字通り全ての原点

がココにあったわけだ。

　この頃のかけがえのない青春の記憶は、やがて高校

に就職にと分かれた仲間の心に消えることなく棲みつき、

誰からともなく演劇部の同窓会的集まりが持たれ、やが

てサークル化し、ついに１９６２年の８月、記念すべき旗

揚げ公演となる。「何といっても旗揚げからチェーホフで

すからね。『熊』と『結婚申込』の２本立て。心配だっ

た客席も近所の人や同窓生が４００人近く駆けつけてく

れて…南部の街に手作りの文化をスタートさせた感慨は

ひとしおでした」と栗木さん。終演後、おりしも台風の

直撃を受け、帰路を失った面々は創立メンバーの下宿

で朝まで語り明かす。旗揚げの興奮も手伝って一気に

ヒートアップ。演劇街道まっしぐらの人生が始まった。

３歳頃の栗木さん。自宅前にて

３歳の頃　お姉さんと

建設中の呼続稽古場。見守る劇団員の姿も（1966年頃）

◀名芸の原点
　「三年寝太郎」

▼「夕鶴」



栗木 英章
劇作家・俳優・劇団名芸代表
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　２０１２年に創立５０周年を迎えた劇団名芸。若い役者の
劇団嫌悪や集団の同世代性、短命さなどが話題になってい
る昨今、半世紀と言うその時間もさることながら、活動の多
様さ、「ずいぶん小規模になりまして」と話されつつ現在３０
名が在籍し、何より１８歳から７２歳までの世代が共存するそ
の集団性は、他を圧倒している。その代表である栗木英章氏
は、座付き作家であり俳優でもある。優しいまなざし、控えめ
な物腰の奥に潜む、静かな情熱に触れたくて、病後の不躾を
承知でお話を伺ってきた。　　　（聞き手：はせ ひろいち）

地域と寄り添い半世紀…
「継続こそ才能」の実践ぶり。

さん
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かつて稽古場だった呼続のご自宅
　今回、取材で伺ったのは名古屋市南区汐田町にある

栗木さんのご自宅。ココはまだ劇団が「名芸」と名乗る前、

演劇研究会「でくのぼうの会」だった頃、１９６７年から

１９８０年までの間、「待望の稽古場」として、もしくは「呼

続小劇場」として、一時代を築いた活動拠点があった場

所でもある。そもそも栗木さんのお母さんが、故夫の遺

産であった空き地を劇団のために提供し、地元の大工さ

んに建設を依頼しつつ、自分達も作業に加わって完成さ

せた、いわば「手作りの空間」だった。「活動に賛同し

てもらった建築業者さんに破格にしていただいたとはい

え、やはり資金は一番のネックでしたね。皆でカンパに

奔走したり、廃品回収に軽トラで回ったり、公演の後で

カフェを運営したりして…」と懐かしさに目を細める栗木

さん。地鎮祭や祝詞を挙げる神主、その衣装まで全て自

作自演だった。そして土地を提供くださった母・栗木た

まさんは、劇団５０周年を迎える中で他界された。亡く

なるまで７～８年の介護を、妻であり名芸の看板女優で

もある妻・慶子さんと二人三脚で成し遂げながら、劇団

代表として、劇作家としての活動に手を抜くことはなかっ

た。１９７９年に毎日新聞に連載された栗木さんの記事

の中では、こう自ら書かれている。「めっきり老け込んだ

母の姿を見るたび、たかが演劇ともいえるその芝居道の、

業の深さに、心が果てしなく痛む」と。現在の平針稽古

場に活動拠点を移す前年の文章である。

貧しくも潔癖な母親の背中
　さらに時代を遡らせていただこう。栗木さんは１９４２

年６月１５日、後に呼続稽古場が隣接することになる実

家に３人兄弟の次男として生まれた。当時の名古屋市

南部、特に生家のあたりは小さな工場や商店街がひし

めく、貧しくもひたむきに働く人たちの街だった。「戦時

中は軍の工場も多く、僕が

子どもの頃にはその傷跡で

もある、いわゆる『爆弾池』

も残っていて、よく蛙を捕

まえたりしてた。あと、近く

の山崎川の流木で遊んだり

ね。とにかく元気な子ども

でしたよ」と栗木さん。そ

して、戦禍から立ち直り、

生活を再建させるべく奮起

している中、栗木さんの父親が病死する。お母さんは

女手一つで３人の、まだ小学校に通う子どもを育てるた

め、裏手の工場に勤め、プレスの機械を回し続けた。「貧

しき中にも潔癖さを失わない母でした。姉が金銭的に

高校を中退せざるを得なくなった時の母の号泣は忘れ

られません」と振り返る。

そして栗木さん小学６年

のとき、一人の教師との

運命的な出会いが、栗木

さんの人生を大きく舞台

芸術に向かわせる。その

人こそ、１９９４年に他界

されるまで３０年余の名芸

代表を務めた演出家・柘

植洋氏だった。

全ては名物教師との出会いから
　名古屋大学を卒業してすぐ働く者の街・南区に赴任

した青年柘植教諭は、大胆かつ自由な発想の持ち主で、

赴任早々、校庭でフォークダンスを指導するなどして、

児童たちの心を鷲掴みにする。栗木さんが中学校へ進

学すると、彼もまた中学校への赴任となり、演劇部を創

設したのだ。「当時の南区は教師が赴任を敬遠するほど

荒れてるイメージだったんですね。それを自ら希望して

赴任したのが柘植さんでした。まだ戦後教育の方針に

関して誰もが手探りで戸惑っていた時代、いきなりフォー

クダンスですからね。男女の壁も、教師と生徒の枠す

らも持たない『人は平等』を明示する画期的、象徴的

なアクションでした」と話す栗木さん。彼に魅せられた

栗木さん達は、夜遅くまで学校に居残り、それでも足ら

ない時間は、柘植氏の下宿で、学校の宿直室でと稽古

にいそしむ。今では考えられない古き善き教育の懐深い

風景である。取り組んでいたのは木下順二の民話劇「三

年寝太郎」「夕鶴」。このキャストが栗木さんの他に宇田

順一氏と大滝敏彦氏。いずれも名芸の主要メンバーで

あり今なお現役の劇団員である。文字通り全ての原点

がココにあったわけだ。

　この頃のかけがえのない青春の記憶は、やがて高校

に就職にと分かれた仲間の心に消えることなく棲みつき、

誰からともなく演劇部の同窓会的集まりが持たれ、やが

てサークル化し、ついに１９６２年の８月、記念すべき旗

揚げ公演となる。「何といっても旗揚げからチェーホフで

すからね。『熊』と『結婚申込』の２本立て。心配だっ

た客席も近所の人や同窓生が４００人近く駆けつけてく

れて…南部の街に手作りの文化をスタートさせた感慨は

ひとしおでした」と栗木さん。終演後、おりしも台風の

直撃を受け、帰路を失った面々は創立メンバーの下宿

で朝まで語り明かす。旗揚げの興奮も手伝って一気に

ヒートアップ。演劇街道まっしぐらの人生が始まった。

３歳頃の栗木さん。自宅前にて

３歳の頃　お姉さんと

建設中の呼続稽古場。見守る劇団員の姿も（1966年頃）

◀名芸の原点
　「三年寝太郎」

▼「夕鶴」
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三本柱の一角を担う『栗木作品』
　ご存知の方も多いだろうが、名芸の活動は大きく分け

て３本の柱を持っている。名芸版との愛称まで生まれた

シュークスピア作品群と、伊勢湾台風被害で沈みがちだっ

た南部の子ども達を元気付ける目的から発した子ども劇

場の取り組み、そして栗木さんが座付き作家として書き

下ろす創作演劇だ。「僕自身、映画が大好きな少年だっ

たし、高校生の頃は小説家志望の面もあって、書くと

いう行為には抵抗がなかった」と話す栗木さん。処女

作「俺は旋盤工」は南部青年劇場への書き下ろしだっ

たが、これがリアリズム演劇の研究会で取り上げられ、

その後「兄と慕う」岐阜のこばやしひろし氏との出会

いにも繋がっていく。「その席でこばやしさんは『これ

書いた奴、若けりゃ可能性はあるんだがな…』と周囲に

喋ってて、実際会ったら僕が若かったので面食らってま

したね。で、褒められるかと思ったら辛辣な感想が返っ

てきた」と、振り返る栗木さん。以降、名芸への書き

下ろしを中心に１２０本を越す執筆、上演が続いていく。

「その後、こばやしさんとはおつき合いが継続しましたが、

やはり厳しい人でした。僕の戯曲では『夜明けの機関車』

を唯一褒めてくれたけど、その言葉も『おい、もうこれ

だけでいいぞ』ってね。あとは役者に賭けろ、と」。ち

なみに「夜明けの機関車」は全国誌に戯曲掲載された後、

平針の新しい小劇場のこけら落とし公演（１９８１年）

で上演され、その１０年後も待望の末、再演されている。

　「でくのぼうの会」のほうは、先述の手作りの呼続稽

古場を得て、ますます活動の幅を広げ、１９７０年に皆

で協議を繰り返した結果「名古屋芸術劇場」を名乗る

ことに決めた。この旗揚げ公演も栗木さん書き下ろし

の「ここから」だった。やがていつの間にか略称だった「名

芸」が本名になっていく。そして、呼続の稽古場が老朽化、

近隣住民への配慮もあって、ついに幕を下ろし、現在

の平針小劇場への移転となる。長年通いつめた稽古場

に対し開かれた、ささやかなお別れ会、そして解体。

平針小劇場誕生の秘話や、この頃から盛んになり始め

た他劇団との交流ぶり、市民劇への参加などなど、劇

団のヒストリーがそのまま栗木さんの生き様と併走してい

るわけだが、５０年に及ぶ劇団エピソードを全てココで

紹介するには無理がある。幸い「名芸５０周年史」が２

０１３年に刊行されており、いい意味で温かい手作り感

にあふれるこの冊子は、まだ残部が多少劇団に残され

ているらしい。ぜひとも何かの機会に参照いただきたい

と思う。そして、それらを年史に委ねて、ココでは栗木

さん本人の生き様に再び注目してみたい。

労働者の立場から書かれる言葉
　「地域のため、働く者のため」と言葉で言うのはたや

すいコトだが、名芸の説得力は、やはり栗木さんをはじめ、

集団の構成員がちゃんと「仕事を持ちつつ芝居も続け

ていく」と言う信念に貫かれているからに他ならない。

家電大手の東芝の正社員として、東芝名古屋工場に技

術者として勤務した栗木さん。１９９８年、早期退職を

促す気運に応え５６歳で東芝を去るまで、まさに「働き

ながら芝居を続ける」を実践する３８年間だった。「当時

の家電開発の部署は実に多忙な環境でして、自分の気

持ちの中では両立できているものの、残業が当然の社

風の中、本番近くにな

れば心を鬼にして毎日

定時に退社するわけで

すね。同僚の視線の中、

自分だけ更衣室ヘ向か

う廊下は実に長かった」

と笑顔で語る栗木さん。

「もちろんこっちにも仕

事仲間へのすまなさは

あって、これに見合う

だけの演劇を作らねば、

と、あえて自分を律する部分もありましたね」。在職中

にこんなエピソードもあった。工場移転に伴い内部告発

的な騒ぎが起き、かねてより「芝居はアカ」のような偏

見もあった時代、匿名の内部告発者は栗木さんではな

いか、という噂が沸いた。その際、直属の上司はこう

断言した。「栗木は同じコトをしたとしても匿名なんて卑

怯なことは絶対しない。本名でモノを言うのが栗木だ。

だから犯人は違う」と。決して仲良しの上司ではなかっ

たが、栗木さんの筋の通し方には一目置いていたのだ。

「僕自身は愛社精神ゼロの男だと自負し、何の後ろ髪も

なかったつもりだったのに、不思議と退職して当分の間

は、やたら東芝の夢ばかり見ていました」と栗木さん。

結果、技術開発者として中間管理職までは勤めたものの、

その先の出世には関心がなかった。「数字や能力で差別

される社会に生きながらも、差別する側にだけはなりた

くなかったんです」。栗木作品の根底に流れる労働者、

弱者への公平な優しいまなざしは、そのまま栗木さんが

実践してきた「生活と芝居」の共存やその距離感から

生まれている。先に紹介した新聞の連載記事の中で栗

木さんはこう語っている。「地域に根をおろすことは、

文字通り恥も外聞もなく、丸ごとその地で続けるところ

にしかない」と。

継続を促した「個の自由」を守る姿
　東芝を辞めた栗木さんは、以降、演劇活動に専念し、

劇団代表のほか愛知文団連や反核舞台人の集いの代表、

天白平和と文化のつどい、文化フォーラム・南などで主

要な役職を務められている。成人した２人のお子さんも、

それぞれ音楽や舞台の道を選び、上京して頑張ってい

ると聞く。「僕は母親の期待を裏切りつつも、母親との

生活から逃れ切れなかった。自分としては納得しています。

でも、だからこそ息子や娘の人生に対しては一切の拘

束をしたくない。これが僕なりの親の務めだと信じてい

るんです」と栗木さん。父親としての顔と発言は長くは

続かない。「そもそも名芸と言う集団は、前代表の柘植

さんの持ち味であった『教条的ではない』こと『人って

弱いもんだよね、でも平等だよね』って教えが、全てに

生かされているんです。決め事は皆で合議をし、「主張

独断の活動」を劇団に持ち込まない暗黙のルールがあっ

て、集団として思想・信条の自由は守る。ノルマも一度

も強いたことがない。ある意味アマチュアと言われるか

もしれないけど、劇団内に『大先生』がいないことで、

皆で支えあう姿勢が生まれ、継続を促した。演劇的にも

レパートリーの広さに繋がっていると思う。ぜひ次代を担

う若手の中から、劇作家、演出家を育てつつ、無理な

い名芸流の世代継承をしていきたいですね」と語る。

最新作「美ら海」に見る集団の底力
　最後に…実は今回、この原稿の締め切りをギリギリ延

ばしてもらって、１１月下旬に行われた名芸の最新公演

「美ら海」を観劇させていただいた。１０年前に他劇団

へ書き下ろされた栗木さんの戯曲であり「ぜひ自劇団で

も」と熱望されていた作品だ。栗木さんはご病気の術

後であり、演出を高村真一氏に託しての舞台だったが、

受付に立たれていた栗木さんの顔には、安堵と満足感

が感じられた。沖縄の基地問題をダイレクトかつ繊細に

取り上げつつ、地元名古屋との距離感とその「超える

べき壁」の本質に迫った力作。沖縄を訪れたことのな

い出演者たちに「せめて雰囲気だけでも」と懇意の沖

縄専門居酒屋に皆を誘って行く。「さすがに僕の泡盛は

マスターにこっそり２０度ぐらいに薄めてもらってました

けどね」と笑う。天白文化小劇場の客席を埋める、決

して若くはない観客からの真剣な視線と拍手。そして何

より冒頭で触れた「１８歳から７２歳までの世代が共存す

る集団」だからこそ成し遂げられた客演に頼らない舞台。

「継続による才能」がしっかり受け継がれ、それこそが

栗木さんの「人生をかけた功績」である、と実感した

のは取材者だけではないと思うのだ。

５０周年を祝って発刊されたり記念誌

社内結婚等の司会は３０組ほど…
業界から「司会屋の栗木」の異名も

▼

「リア王」を熱演する栗木さん
　（２０１３年天白文化小劇場）

▼「巨匠」では凄みのある老人役
   （２０１４年平針小劇場）
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三本柱の一角を担う『栗木作品』
　ご存知の方も多いだろうが、名芸の活動は大きく分け

て３本の柱を持っている。名芸版との愛称まで生まれた

シュークスピア作品群と、伊勢湾台風被害で沈みがちだっ

た南部の子ども達を元気付ける目的から発した子ども劇

場の取り組み、そして栗木さんが座付き作家として書き

下ろす創作演劇だ。「僕自身、映画が大好きな少年だっ

たし、高校生の頃は小説家志望の面もあって、書くと

いう行為には抵抗がなかった」と話す栗木さん。処女

作「俺は旋盤工」は南部青年劇場への書き下ろしだっ

たが、これがリアリズム演劇の研究会で取り上げられ、

その後「兄と慕う」岐阜のこばやしひろし氏との出会

いにも繋がっていく。「その席でこばやしさんは『これ

書いた奴、若けりゃ可能性はあるんだがな…』と周囲に

喋ってて、実際会ったら僕が若かったので面食らってま

したね。で、褒められるかと思ったら辛辣な感想が返っ

てきた」と、振り返る栗木さん。以降、名芸への書き

下ろしを中心に１２０本を越す執筆、上演が続いていく。

「その後、こばやしさんとはおつき合いが継続しましたが、

やはり厳しい人でした。僕の戯曲では『夜明けの機関車』

を唯一褒めてくれたけど、その言葉も『おい、もうこれ

だけでいいぞ』ってね。あとは役者に賭けろ、と」。ち

なみに「夜明けの機関車」は全国誌に戯曲掲載された後、

平針の新しい小劇場のこけら落とし公演（１９８１年）

で上演され、その１０年後も待望の末、再演されている。

　「でくのぼうの会」のほうは、先述の手作りの呼続稽

古場を得て、ますます活動の幅を広げ、１９７０年に皆

で協議を繰り返した結果「名古屋芸術劇場」を名乗る

ことに決めた。この旗揚げ公演も栗木さん書き下ろし

の「ここから」だった。やがていつの間にか略称だった「名

芸」が本名になっていく。そして、呼続の稽古場が老朽化、

近隣住民への配慮もあって、ついに幕を下ろし、現在

の平針小劇場への移転となる。長年通いつめた稽古場

に対し開かれた、ささやかなお別れ会、そして解体。

平針小劇場誕生の秘話や、この頃から盛んになり始め

た他劇団との交流ぶり、市民劇への参加などなど、劇

団のヒストリーがそのまま栗木さんの生き様と併走してい

るわけだが、５０年に及ぶ劇団エピソードを全てココで

紹介するには無理がある。幸い「名芸５０周年史」が２

０１３年に刊行されており、いい意味で温かい手作り感

にあふれるこの冊子は、まだ残部が多少劇団に残され

ているらしい。ぜひとも何かの機会に参照いただきたい

と思う。そして、それらを年史に委ねて、ココでは栗木

さん本人の生き様に再び注目してみたい。

労働者の立場から書かれる言葉
　「地域のため、働く者のため」と言葉で言うのはたや

すいコトだが、名芸の説得力は、やはり栗木さんをはじめ、

集団の構成員がちゃんと「仕事を持ちつつ芝居も続け

ていく」と言う信念に貫かれているからに他ならない。

家電大手の東芝の正社員として、東芝名古屋工場に技

術者として勤務した栗木さん。１９９８年、早期退職を

促す気運に応え５６歳で東芝を去るまで、まさに「働き

ながら芝居を続ける」を実践する３８年間だった。「当時

の家電開発の部署は実に多忙な環境でして、自分の気

持ちの中では両立できているものの、残業が当然の社

風の中、本番近くにな

れば心を鬼にして毎日

定時に退社するわけで

すね。同僚の視線の中、

自分だけ更衣室ヘ向か

う廊下は実に長かった」

と笑顔で語る栗木さん。

「もちろんこっちにも仕

事仲間へのすまなさは

あって、これに見合う

だけの演劇を作らねば、

と、あえて自分を律する部分もありましたね」。在職中

にこんなエピソードもあった。工場移転に伴い内部告発
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断言した。「栗木は同じコトをしたとしても匿名なんて卑

怯なことは絶対しない。本名でモノを言うのが栗木だ。
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たが、栗木さんの筋の通し方には一目置いていたのだ。
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なかったつもりだったのに、不思議と退職して当分の間
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弱者への公平な優しいまなざしは、そのまま栗木さんが

実践してきた「生活と芝居」の共存やその距離感から

生まれている。先に紹介した新聞の連載記事の中で栗

木さんはこう語っている。「地域に根をおろすことは、

文字通り恥も外聞もなく、丸ごとその地で続けるところ

にしかない」と。

継続を促した「個の自由」を守る姿
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ると聞く。「僕は母親の期待を裏切りつつも、母親との

生活から逃れ切れなかった。自分としては納得しています。

でも、だからこそ息子や娘の人生に対しては一切の拘

束をしたくない。これが僕なりの親の務めだと信じてい

るんです」と栗木さん。父親としての顔と発言は長くは

続かない。「そもそも名芸と言う集団は、前代表の柘植

さんの持ち味であった『教条的ではない』こと『人って

弱いもんだよね、でも平等だよね』って教えが、全てに

生かされているんです。決め事は皆で合議をし、「主張

独断の活動」を劇団に持ち込まない暗黙のルールがあっ

て、集団として思想・信条の自由は守る。ノルマも一度

も強いたことがない。ある意味アマチュアと言われるか

もしれないけど、劇団内に『大先生』がいないことで、

皆で支えあう姿勢が生まれ、継続を促した。演劇的にも

レパートリーの広さに繋がっていると思う。ぜひ次代を担

う若手の中から、劇作家、演出家を育てつつ、無理な

い名芸流の世代継承をしていきたいですね」と語る。

最新作「美ら海」に見る集団の底力
　最後に…実は今回、この原稿の締め切りをギリギリ延
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へ書き下ろされた栗木さんの戯曲であり「ぜひ自劇団で

も」と熱望されていた作品だ。栗木さんはご病気の術

後であり、演出を高村真一氏に託しての舞台だったが、

受付に立たれていた栗木さんの顔には、安堵と満足感

が感じられた。沖縄の基地問題をダイレクトかつ繊細に

取り上げつつ、地元名古屋との距離感とその「超える

べき壁」の本質に迫った力作。沖縄を訪れたことのな

い出演者たちに「せめて雰囲気だけでも」と懇意の沖

縄専門居酒屋に皆を誘って行く。「さすがに僕の泡盛は

マスターにこっそり２０度ぐらいに薄めてもらってました

けどね」と笑う。天白文化小劇場の客席を埋める、決

して若くはない観客からの真剣な視線と拍手。そして何

より冒頭で触れた「１８歳から７２歳までの世代が共存す

る集団」だからこそ成し遂げられた客演に頼らない舞台。

「継続による才能」がしっかり受け継がれ、それこそが

栗木さんの「人生をかけた功績」である、と実感した

のは取材者だけではないと思うのだ。

５０周年を祝って発刊されたり記念誌

社内結婚等の司会は３０組ほど…
業界から「司会屋の栗木」の異名も
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　（２０１３年天白文化小劇場）

▼「巨匠」では凄みのある老人役
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I n f o rm a t i o n I n f o rm a t i o n

 名古屋市文化振興事業団２０１５年企画公演　名古屋市文化基金事業

　昨年、名古屋市文化振興事業団は設立 30周年を迎えました。その間たゆまずオペラ、ミュージカルの
人気作品のみならず、オリジナル作品をも上演し続けてこられた業績は、まさに「素晴らしい」の一言に
尽きます。そしてこの度、新たなる挑戦の第一歩を踏み出す作品として選ばれたのがこの『ライト・イン・
ザ・ピアッツァ』です。
　「ピアッツァ」とはイタリア語で“広場”という意味で、このタイトルからもわかるとおり、この作品はアメ
リカの女の子がイタリアで出会った男の子と恋に落ちる、オーソドックスなラブ・ストーリーです。とても
パーソナルな作品ですが、登場人物一人ひとりの心のひだをなぞるように音楽が流れ、観客に問いかけ
るように物語が進み、誰もが抱える「愛」のあり方や「家族」の絆について考えさせられる作品です。
　この度キャストを決めるべく行われたオーディションには、オペラ、ミュージカル、演劇ですでに活躍さ
れている方から、今回が初舞台となる方まで本当に多才な人たちが応募くださり、選考に大変苦心しま
した。結果、５回公演となってからは初の試みとなるダブル・キャストという公演形態を取らせていただく
ことになりました。このこともまた、新たなる挑戦の一つです。キャストによって物語がどう変わるのか、見
比べていただくのも今回の楽しみのひとつだと思います。
　新たなる挑戦の第一歩となる『ライト・イン・ザ・ピアッツァ』を、是非劇場でご覧ください。お待ちし
ています！
　

　名古屋市文化振興事業団では、毎年、地元で活躍する音楽・演劇・舞踊をはじめとする舞台人の総力を結集し、新しい可能性を
追求する企画公演を開催しています。
　昨年度、事業団30周年とともに30回記念公演を上演し、31回目の新たな挑戦の年を迎える今回は2005年のトニー賞11部門にノミ
ネートされ6部門を受賞した名作ミュージカル『ライト・イン・ザ・ピアッツァ』（上演台本・訳詞・演出／寺﨑秀臣、指揮／小島岳志、振付
／小田真砂世）を上演いたします。
　名古屋初演となる本作品を、オーディションにより選ばれた出演者と生のオーケストラが、『サウンド・オブ・ミュージック』等を作曲し
「ミュージカルの王様」と呼ばれたリチャード・ロジャースの孫アダム・ゲッテルが作曲を手がけた美しい音楽にのせてお贈りします。地
元舞台人が総力を挙げて創り上げるミュージカル『ライト・イン・ザ・ピアッツァ』にどうぞご期待ください。

31年目、新たなる挑戦

広島県出身。‘90年東京学芸大学
を卒業後、東宝演劇部と契約。

‘03年名古屋の名鉄ホールにて
『お風呂屋番台物語』で演出デ
ビュー。舞台の演出のみならず、
ミュージカルの翻訳、訳詞、オリジ
ナル楽曲の作詞も手掛ける。主な

演出作品は『屋根の上のヴァイオリン弾き』、『くたばれ！ヤン
キース』、『スペリング・ビー』、『いろどり橋』、『月の輝く夜に』、

『プライド』、『音楽劇 蒼穹のファフナー』、『ハロー・ドーリー！』。
また、『ミス・サイゴン』では、演出助手として参加。近年は、東宝
芸能50周年Musicalチャリティ・コンサート『Espoir～希望を
持って～』、読売日本交響楽団の演奏による『ミュージカル・ミー
ツ・シンフォニー』、東急シアター・オーヴ製作『フレンチ・ミュージ
カル・コンサート』など、コンサートの構成・演出も手掛けている。

【上演台本・訳詞・演出】

寺﨑 秀臣
（てらさき　ひでおみ）

　前回３０周年の記念ガラコンサートでは、音楽スタッフの一員として舞台を作る側に居ながらも、かつ
て自分も観客の一人だった者として、大きな感慨にとらわれてなりませんでした。この３０年の間、どれほ
ど多くの舞台人の情熱や魂が注ぎ込まれ、その精神が受け継がれてきたかを考えると、本番中にもかか
わらず涙がこぼれてきたのを思い出します。これぞ芸どころ名古屋を象徴する事業だと痛感したもので
す。
　さて今回の『ライト・イン・ザ・ピアッツァ』ですが、第３１回の新しい門出を飾るに、あまりにも相応し
い（？）というか、チャレンジングな作品です。エリザベス・スペンサーの原作『天使達の広場』では、母親
マーガレットのモノローグの形で、彼女の思考を中心に描かれており、通常我々が舞台で期待するよう
な、スペクタクルなシーンや痛快な大団円などは一切ありません。家庭生活に問題を抱えながらも、ごく
当たり前の日常、そしてその延長線上の旅先で起こった物語です。
　しかしながら、それを舞台化するにあたり、際立っているのがアダム・ゲッテルの音楽の力です。小編
成のオーケストラながらもキラキラと泡立つような光の粒、そして押しては引く波のようにうねりのある
音楽の素晴らしさで観客を魅了することでしょう。
　我々もこの音楽を通じて、各登場人物とドラマの機微を克明にし、観終わったお客様に≪ほっこり≫し
た気分でお帰り頂けるよう専心して参りますので、ぜひ会場に足をお運びください。

際立つ音楽の力

‘97年愛知県立芸術大学音楽
学部器楽科卒業。フルートを故
加藤敏、峰岸壮一、村田四郎の
各氏に師事。大学在学中より指
揮活動を始め、名古屋二期会・
名古屋オペラ協会・三重オペラ
協会・名古屋芸術大学・四日市市

民オペラ・三河市民オペラ・名古屋アクターズスクールなど、
多数の舞台公演に参加。‘10年9月には名古屋市文化振興
事業団企画公演ミュージカル「海の向こうに」を指揮。ジャ
パン・ウィンド・アンサンブル、一宮市消防音楽隊の指揮者を
歴任。桐朋学園大学にて指揮を黒岩英臣氏に師事。‘13年
より、同朋高校音楽科非常勤講師。

【指揮】

小島 岳志
（こじま　たけし）

　事業団公演の３０年という長い歴史の中で、かつて自分もオーディションを受けたことを思い出しま
す。そのうえで、今回事業団公演に振付として参加させていただくことを、感謝すると共に嬉しい気持
ちでいっぱいです。
　３０周年という大きな節目を迎え、新たな挑戦をするべく選んだ作品がこの『ライト・イン・ザ・ピアッ
ツァ』。この作品は、２００７年に東京で一度上演されただけという、日本では決して著名な作品ではな
いことを知り、様々な媒体でこの作品を勉強させていただきました。
　そこで私が思ったことは、音楽の旋律が美しいけれど難解である。また派手なダンスシーンがほと
んどない。この２点が振付をする上で、最大の課題になるであろうと思いました。
　オリジナル作品から参考になる動きがほとんどないため、一から動きや動線の創造を求められます。
それは、今回オーディションを経て出演する演者も同じこと。
　そんな作品にどう取り組むか…。どうすれば美しい動きに見えるか…。
　一流のスタッフ・出演者と共に、様々な可能性を見出し、それぞれの持っている力をフルに生かし
て、見ごたえのある作品を創り上げたいと思います。美しい音楽と共に、幸せな気分になるような、
ミュージカル『ライト・イン・ザ・ピアッツァ』を、是非劇場でご覧ください！

美しい音楽にのせて

‘83年ジャズダンスを始め、‘85
年佐々智恵子バレエ団にてクラ
シックバレエを学ぶ。‘89年スタ
ジオＭ発足。ニューヨークにて
ルイジ、ミッシェル・アサフ、マッ
クス・ストーンらに師事。‘95年
ジャズダンスワールドコングレ

ス振付コンクー ルにて準優勝を獲得。‘12年【 CREO 
DANCECOMPLEX】（ダンスコンテスト）にて優勝。‘03
年よりＮＣＡ(名古屋コミュニケーションアート専門学校)、

‘13年よりみずほ短期大学非常勤講師となる。その他、舞
台、イベント等多数出演。ＣＭ、イベント等の振付も手掛け、
ディズニーライブのキッズダンサーを４年連続で輩出。

【振付】

小田 真砂世
（おだ　まさよ）

ミュージカル『ライト・イン・ザ・ピアッツァ』
日　時／２月２０日（金）１８：３０
　　　　２月２１日（土）１１：００、１６：００
　　　　２月２２日（日）１１：００、１６：００
会　場／名古屋市青少年文化センター・アートピアホール［ナディアパーク１１階］
料　金／Ｓ席 ４,５００円（1F）、　Ａ席 3,５００円（2F）　＜全指定席＞
※事業団友の会会員は１割引（事業団チケットガイド及び事業団の管理する文化施設での前売りのみ）

上演台本・訳詞・演出／寺﨑秀臣　　　指揮／小島岳志　　　振付／小田真砂世
管弦楽／セントラル愛知交響楽団　　　歌唱指導／江端智哉、やまもとかよ　　
主催／公益財団法人名古屋市文化振興事業団　　　助成／芸術文化振興基金

＜ライト・イン・ザ・ピアッツァ物語＞
　1953年の夏、アメリカ人の主婦マーガレットはかつて新婚旅行で来たことのあるフィレンツェに娘クララとと
もに訪れていた。彼女たちが観光スポットを見学していると、クララの帽子が風に巻き上げられ、地元の青年
ファブリッツィオの足元に落ちる。偶然だけれど運命的な若い二人の出会い。この瞬間、クララとファブリッツィ
オは恋に落ちる。
　ファブリッツィオの家族も彼の恋を見守り応援しようとするが、クララに対して極端なほど過保護なマーガ
レットは二人を遠ざけようとする。物語が展開するにつれて、クララの秘密が明らかになっていく。クララの秘
密を隠しとおせなくなったとき、マーガレットは娘の将来だけでなく、自分の生き方についても見つめなおさざる
を得なくなった－　娘を愛するが故の母の苦悩と解放、そして純粋な若者たちの恋の物語です。

出　演／

マーガレット
日比野 景

クララ
奥村 育子

ファブリッツィオ
片山 博貴

ナッカレリ氏
岩川 均

マーガレット
加藤 恵利子

クララ
坂井 苑美

ファブリッツィオ
石川 敦貴

ナッカレリ氏
小澤 寛

ナッカレリ夫人
山田 紘子

フランカ
趙 知奈

ジュゼッペ
園田 裕史

ロイ
加藤 武志

司祭
宮崎 智永

ナッカレリ夫人
こざわ まりこ

フランカ
鬼頭 愛

ジュゼッペ
市川 太一

２月２０日（金）１８：３０
　　２１日（土）１６：００
　　２２日（日）１１：００

両   日

２月２１日（土）１1：００
　　２２日（日）１6：００

＜アンサンブル＞
愛染 洸一、浅井 健、伊藤 茜、各務 裕梨佳、鎌田 哲、ガラティオート 尚美、北嶋 剣、黒河内 彩、後藤 優子、西塔 理絵、清水 莉緒、
瀧石 宗一郎、田村 友香、永田 萌、早川 とものり、堀 拓哉、三島 早稀、山田 幸保、米田 直加　（順不同）
※キャスティングを都合により一部変更する場合がありますので、あらかじめご了承ください。

２０１５年２月の本番直前、ミュージカル『ライト・イン・ザ・ピアッツァ』の上
演に向け、スタッフ・キャストが一丸となって、日夜奮戦中！　寒さにも負
けず、稽古場では熱気が高まっています。普段見ることのできない、
ミュージカルの稽古場を覗いてみませんか？

～ 関 連 事 業 の ご 案 内 ～
ミュージカル『ライト・イン・ザ・ピアッツァ』稽古場見学会 ： １月３１日（土）１４：００

： 演劇練習館（アクテノン）リハーサル室
： 先着３０名（1グループ５名様まで）
： 無料　
： 友の会会員先行受付　１月６日（火）９：００～
 一般受付　　　　　　１月８日（木）９：００～

： 名古屋市文化振興事業団チケットガイド
 TEL ０５２－２４９－９３８７ （平日９:００～１７:００）

日 　 　 時
会 　 　 場
定 　 　 員
料 　 　 金
申 込 方 法

申 込 先
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 名古屋市文化振興事業団２０１５年企画公演　名古屋市文化基金事業

　昨年、名古屋市文化振興事業団は設立 30周年を迎えました。その間たゆまずオペラ、ミュージカルの
人気作品のみならず、オリジナル作品をも上演し続けてこられた業績は、まさに「素晴らしい」の一言に
尽きます。そしてこの度、新たなる挑戦の第一歩を踏み出す作品として選ばれたのがこの『ライト・イン・
ザ・ピアッツァ』です。
　「ピアッツァ」とはイタリア語で“広場”という意味で、このタイトルからもわかるとおり、この作品はアメ
リカの女の子がイタリアで出会った男の子と恋に落ちる、オーソドックスなラブ・ストーリーです。とても
パーソナルな作品ですが、登場人物一人ひとりの心のひだをなぞるように音楽が流れ、観客に問いかけ
るように物語が進み、誰もが抱える「愛」のあり方や「家族」の絆について考えさせられる作品です。
　この度キャストを決めるべく行われたオーディションには、オペラ、ミュージカル、演劇ですでに活躍さ
れている方から、今回が初舞台となる方まで本当に多才な人たちが応募くださり、選考に大変苦心しま
した。結果、５回公演となってからは初の試みとなるダブル・キャストという公演形態を取らせていただく
ことになりました。このこともまた、新たなる挑戦の一つです。キャストによって物語がどう変わるのか、見
比べていただくのも今回の楽しみのひとつだと思います。
　新たなる挑戦の第一歩となる『ライト・イン・ザ・ピアッツァ』を、是非劇場でご覧ください。お待ちし
ています！
　

　名古屋市文化振興事業団では、毎年、地元で活躍する音楽・演劇・舞踊をはじめとする舞台人の総力を結集し、新しい可能性を
追求する企画公演を開催しています。
　昨年度、事業団30周年とともに30回記念公演を上演し、31回目の新たな挑戦の年を迎える今回は2005年のトニー賞11部門にノミ
ネートされ6部門を受賞した名作ミュージカル『ライト・イン・ザ・ピアッツァ』（上演台本・訳詞・演出／寺﨑秀臣、指揮／小島岳志、振付
／小田真砂世）を上演いたします。
　名古屋初演となる本作品を、オーディションにより選ばれた出演者と生のオーケストラが、『サウンド・オブ・ミュージック』等を作曲し
「ミュージカルの王様」と呼ばれたリチャード・ロジャースの孫アダム・ゲッテルが作曲を手がけた美しい音楽にのせてお贈りします。地
元舞台人が総力を挙げて創り上げるミュージカル『ライト・イン・ザ・ピアッツァ』にどうぞご期待ください。

31年目、新たなる挑戦

広島県出身。‘90年東京学芸大学
を卒業後、東宝演劇部と契約。

‘03年名古屋の名鉄ホールにて
『お風呂屋番台物語』で演出デ
ビュー。舞台の演出のみならず、
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ナル楽曲の作詞も手掛ける。主な
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カル・コンサート』など、コンサートの構成・演出も手掛けている。

【上演台本・訳詞・演出】

寺﨑 秀臣
（てらさき　ひでおみ）

　前回３０周年の記念ガラコンサートでは、音楽スタッフの一員として舞台を作る側に居ながらも、かつ
て自分も観客の一人だった者として、大きな感慨にとらわれてなりませんでした。この３０年の間、どれほ
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際立つ音楽の力
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随想／古池 鱗林（タレント・講談師）　視点／アートで生まれ変わる 中川運河再生への取り組み
この人と／栗木 英章（劇作家・俳優・劇団名芸代表）
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